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今月のtopics
３
Ｐ　
　

確
定
申
告
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　

第
34
期
荒
金
会
頭
記
念
講
演
会
の
ご
案
内

　
　
　
　

㈱
小
林
縫
製
工
業

　
　
　
　
　

と
ち
ぎ
デ
ザ
イ
ン
大
賞
部
門
賞
受
賞

４
Ｐ　
　

補
助
金
情
報

５
Ｐ　
　

新
春
大
当
り
福
引
の
ご
案
内

　
　
　
　

栃
木
県
特
定
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

各
界
代
表
者
が
一
堂
に
集
う

　

令
和
５
年
新
春
賀
詞
交
歓
会
が
開
催

去
る
１
月
５
日
、
市
内
に

お
い
て
、
栃
木
市
・
栃
木
市

議
会
・
当
会
議
所
等
11
団
体

の
主
催
に
よ
る
、
令
和
５
年

新
春
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ

れ
、
県
議
会
議
員
な
ど
の
来

賓
を
は
じ
め
、
各
界
代
表
者

217
名
が
出
席
し
た
。

今
回
の
賀
詞
交
歓
会
は
、

昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
十
分

に
配
慮
さ
れ
た
上
で
開
催
さ

れ
た
。

ま
ず
、
当
所
荒
金
会
頭
が

「
今
年
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

と
い
う
新
時
代
の
中
で
、
本

市
の
持
続
的
な
発
展
を
目
指

し
、
皆
様
と
と
も
に
明
る
く

前
向
き
な
一
年
に
し
て
参
り

た
い
。」
と
開
式
の
こ
と
ば

を
述
べ
ら
れ
た
。
次
に
、
主

催
者
11
団
体
を
代
表
し
て
大

川
栃
木
市
長
よ
り
、「
目
ま

ぐ
る
し
い
時
代
の
変
化
の
中

で
、
10
年
先
の
こ
れ
か
ら
を

見
据
え
な
が
ら
、
第
二
次
総

合
計
画
に
基
づ
き
、
災
害
に

強
く
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
た
い
。」
と
挨

拶
が
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
歓
談
に
入
り
、

出
席
者
は
栃
木
市
の
発
展
と

互
い
の
活
躍
を
期
待
し
、
賀

詞
を
交
わ
し
た
。

大川市長　主催者代表挨拶

荒金会頭　開式のことば

　

去
る
１
月
６
日
、
宇
都
宮

市
内
に
お
い
て
、
県
知
事
と

県
内
商
工
会
議
所
正
副
会
頭

と
の
新
春
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

福
田
栃
木
県
知
事
及
び
県

産
業
労
働
観
光
部	

辻
部

長
、
経
営
支
援
課	

久
利
生

課
長
を
来
賓
に
迎
え
、
県
内

商
工
会
議
所
正
副
会
頭
等
59

名
が
出
席
し
た
。
当
所
か
ら

は
荒
金
会
頭
を
は
じ
め
と
す

る
執
行
部
が
出
席
し
た
。

　

ま
ず
、
栃
木
県
商
工
会
議

所
連
合
会
藤
井
会
長
よ
り
、

「
県
内
９
つ
の
商
工
会
議
所

連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
地

域
経
済
発
展
の
た
め
に
尽
力

し
て
ま
い
り
た
い
。」
と
挨

拶
が
さ
れ
た
。
続
い
て
、
福

田
栃
木
県
知
事
よ
り
「
本
県

産
業
の
持
続
的
発
展
を
見
据

え
、
デ
ジ
タ
ル
化
技
術
の
活

用
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
的
確
に
対
応
し
、
県
内

産
業
の
力
強
い
成
長
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。」
と
新
春
の
挨
拶
が
さ

れ
た
。

　

そ
の
後
、
祝
宴
に
入
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
懇
談

し
、
親
交
を
深
め
た
。

令
和
５
年
知
事
と
の
新
春
懇
談
会
に
出
席
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令和４年度は、７月に創立130年の節目を迎え、会員皆様のご支援ご協力のもと、各種の周年記念事業を
盛大に実施した。
国内においては、ウィズコロナの中、新たな行動基準が示され、社会経済活動が継続できる環境となっ
たことは、大きな前進であった。
しかし、ウクライナ情勢等の影響による原材料価格の高騰や不安定な円相場等により、中小・小規模事
業者を取り巻く経営環境は依然厳しく、管内事業者に対する支援を継続的に実施した。

５
月
24
日
、
都
賀
カ
ン
ツ

リ
ー
倶
楽
部
に
お
い
て
、
創

立
130
周
年
記
念
会
員
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
、
総
勢
154
名

（
42
組
）
が
参
加
し
た
。

大
会
に
は
、
当
所
と
交
流

の
深
い
小
山
商
工
会
議
所
の

野
口
会
頭
（
当
時
副
会
頭
）・

大
森
顧
問
（
当
時
会
頭
）
を

は
じ
め
、
藤
岡
町
商
工
会
、

都
賀
町
商
工
会
か
ら
も
参

加
を
い
た
だ
き
、
参
加
者
相

互
の
親
睦
を
深
め
る
機
会
と

な
っ
た
。

プ
レ
ー
終
了
後
に
は
、
感

染
防
止
対
策
を
施
し
た
上
で

パ
ー
テ
ィ
ー
・
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
盛
況
の
内
に
終
了
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
道
支
援
募
金
も
実
施

し
、
参
加
者
か
ら
多
く
の
寄

付
が
寄
せ
ら
れ
た
。

荒金会頭による始球式の様子

創立130周年記念　会員ゴルフ大会を開催

要望を陳情する協議会正副会長

鎮魂線香花火開催風景

８
月
７
日
、
巴
波
川
（
幸

来
橋
～
巴
波
川
橋
）
周
辺
に

お
い
て
、
当
所
の
創
立
130
周

年
記
念
事
業
「
鎮
魂
線
香
花

火
・
世
界
平
和
祈
願
灯
ろ
う

流
し
」
を
開
催
し
た
。

栃
木
の
蔵
の
街
並
み
を

活
か
し
た
新
た
な
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
企
画
し
、
先
祖
を
供

養
す
る
「
鎮
魂
線
香
花
火
」

と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
恒
久
平

和
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
を
祈
願
す
る

「
灯
ろ
う
流
し
」
を
実
施
し
た
。

会
場
内
で
は
、
各
団
体
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
イ

ベ
ン
ト
が
同
時
開
催
さ
れ
、

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
鎮

魂
線
香
花
火
で
は
、
子
供
達

約
100
名
が
、
巴
波
川
の
両
河

岸
か
ら
線
香
花
火
を
一
斉
に

行
い
、
川
面
に
美
し
い
光
景

が
広
が
っ
た
。

創立130周年記念事業　
「鎮魂線香花火・世界平和祈願灯ろう流し」を開催

式辞を述べる荒金会頭

＊令和４年度　主な事業実施状況（１）＊

創立130周年記念式典を挙行

９
月
10
日
、
と
ち
ぎ
岩
下

の
新
生
姜
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

福
田
栃
木
県
知
事
・
大
川
栃
木

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

ご
来
賓
を
お
招
き
し
、
当
所
役

員
・
議
員
・
会
員
事
業
所
の
約

520
名
の
参
加
の
も
と
、
創
立
130

周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
た
。

式
典
で
は
、
荒
金
会
頭
よ
り

「
新
た
な
時
代
に
む
け
、
地
域

経
済
の
発
展
と
街
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
。」
と
式

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

次
に
、
各
種
事
業
に
多
大
な

尽
力
を
い
た
だ
い
た
役
員
・
議

員
・
会
員
事
業
所
に
対
し
、
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

最
後
に
、
福
田
県
知
事
や
大

川
市
長
、
ご
来
賓
よ
り
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
た
。

式
典
に
続
き
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
「
夏
川
り
み
歌
謡

シ
ョ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　　栃木市商工経済団体連絡協議会
「地方創生」に関する産業振興施策推進を要望

当
所
と
市
内
５
商
工
会
で

構
成
す
る
栃
木
市
商
工
経
済
団

体
連
絡
協
議
会
（
会
長　

荒
金

当
所
会
頭
）
は
、
去
る
８
月
１

日
、
大
川
栃
木
市
長
を
訪
問

し
、『「
地
方
創
生
」
に
関
す
る

産
業
振
興
施
策
推
進
の
要
望
』

を
陳
情
し
た
。

要
望
事
項
は
次
の
と
お
り
。

要
望
事
項

①	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
並
び
に
原
油
等
の
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
る
事
業
者

支
援
の
維
持	

②	

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

観
光
資
源
の
活
用
と
観
光

Ｐ
Ｒ
の
強
化

③	

持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
推
進
に
向
け

た
周
知
の
強
化
及
び
支
援

④	

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
へ
の
取
り
組
み

⑤	

経
営
相
談
体
制
の
情
報
共

有
化
と
連
携
強
化
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毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日
19
時
～
19
時
55
分
放
送
の
Ｆ
Ｍ
く
ら

ら
８
５
７
「
い
つ
も
元
気
に
会
議
所
ラ
ジ
オ
」
で
は
、
自
店
や
自

社
製
品
の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
、
新
規

顧
客
を
獲
得
し
た
い
等
、
ラ
ジ
オ

を
通
し
て
情
報
を
発
信
し
た
い
会

員
の
出
演
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
ぜ
ひ
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

費
用
は
無
料
。

【
申
し
込
み
先
】

管
理
課

Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
８
５
７
出
演
係

℡
23
‐
３
１
３
１

Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
８
５
７

い
つ
も
元
気
に
会
議
所
ラ
ジ
オ

�

出
演
者
募
集
中

　

当
所
議
員
（
前
副
会
頭
）
金

朝
商
事
㈱	

取
締
役
会
長	

茂
呂　

章
様
が
、
去
る
１
月
３
日
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
茂
呂　

章
様
は
、
平
成
16
年
に
議
員
に
当
選
さ
れ
て

以
来
、
平
成
27
年
よ
り
常
議
員
、
令
和
元
年
に
副
会
頭
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
期
18
年
に
亘
り
当
会
議
所
活
動
や
業
界
、
各
方
面
に

数
々
の
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

茲
に
、
生
前
の
ご
尽
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
謹
ん
で

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

	

合　

掌　

前
副
会
頭

　
金
朝
商
事
㈱
　
取
締
役
会
長

　
茂
呂
　
　
章 

様
　
ご
逝
去

青
色
申
告
個
人
事
業
者
向
け

�「
確
定
申
告
相
談
会
」の
お
知
ら
せ

　

当
所
で
は
、
個
人
の
青
色

申
告
事
業
者
を
対
象
に
、
税

理
士
会
の
協
力
の
も
と
、
確

定
申
告
相
談
会
を
、
次
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
事
前
の

予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●	

期
日
・
担
当
税
理
士

	
（
敬
称
略
）

　

２
月
28
日
（
火
）

　
　

	

藤
掛　

昭
・
諏
訪
貴
史

　
　

・
小
池
孝
洋

　

３
月
１
日
（
水
）

　
　

板
倉
克
已
・
福
富
正
浩

　

３
月
２
日
（
木
）

　
　

板
倉　

聡　

●
時
間

　

９
時
～
12
時

　

13
時
～
16
時

●
会
場

　

当
所
大
会
議
室

　

特
別
基
金
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

・
㈱
佐　
　

山
様　

寄
付
金　

三
百
万
円

　

・
㈱
毛
塚
紙
店
様　

寄
付
金　

百
万
円

栃
木
商
工
会
議
所
特
別
基
金

　

な
お
、
当
所
１
階
ホ
ー
ル

は
、
栃
木
税
務
署
の
確
定
申

告
会
場
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

	

℡
23
‐
３
１
３
１

所得税および復興特別所得税・贈与税
３月15日（水）までに申告・納税

個人事業者の消費税および地方消費税
３月31日（金）までに申告・納税

　

渋
沢
栄
一
翁
の
「
逆
境
の
時
こ
そ
、
力
を
尽
く
す
」
と
い

う
信
念
に
学
び
、
革
新
に
挑
戦
す
る
こ
と
の
理
解
を
深
め
、

難
局
を
乗
り
越
え
る
力
を
備
え
た
経
営
者
を
目
指
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

１
．
日　

時　

３
月
10
日
（
金
）　

15
時
30
分
～

２
．
場　

所　

サ
ン
プ
ラ
ザ

３
．
講　

師　

荒
金
憲
一	

会
頭

４
．
テ
ー
マ　

	『
原
点
回
帰
、
感
謝
、
飛
躍
』
～
歩
ん
で
来
た

道
を
見
直
し
、
今
に
感
謝
し
て
革
新
し
、
飛

躍
す
る
時
だ
！
「
革
新
な
く
し
て
未
来
は
な

い
、
激
変
の
時
代
を
生
き
残
る
た
め
に
」
～

５
．
対　

象　

会
員
・
創
業
（
予
定
）
者　

定
員　

70
名

６
．
参
加
費　

講
演
会
の
み　

無
料

　
　
　
　
　
　

懇
親
会　
　
　

３
，
０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

管
理
課　

℡
23
‐
３
１
３
１

第
34
期
記
念
講
演
会　

開
催
の
ご
案
内

栃
木
県
内
の
事
業
者
が
製
造
す
る
デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ
た

商
品
を
選
出
す
る
「
栃
木
県
優
良
デ
ザ
イ
ン
（
Ｔ
マ
ー
ク
）」

に
、
㈱
小
林
縫
製
工
業
（
小
林
雄
一
代
表
取
締
役
社
長
）
の

『
百
年
シ
ョ
ー
ツ
』
が
見
事
、
と
ち
ぎ
デ
ザ
イ
ン
大
賞	

部
門

賞
（
日
用
品
・
繊
維
部
門
）
に
輝
い
た
。

女
性
の
美
し
く
健
や
か
な
生
活
に
寄
り
添
い
、
快
適
で
安

心
の
メ
イ
ド
イ
ン
栃
木
の
『
百
年

シ
ョ
ー
ツ
』
は
、
本
社
（
川
原
田

町
268
）
に
隣
接
し
た
下
着
直
売
店

「
Ｎ
Ｕ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
（
縫
心
）」
の
他
、

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
等
で
販
売
さ
れ

て
い
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

㈱
小
林
縫
製
工
業

　
　
　
　

℡
24
‐
０
０
１
８

㈱
小
林
縫
製
工
業

と
ち
ぎ
デ
ザ
イ
ン
大
賞 

部
門
賞
を
受
賞
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補
助
金
情
報

補
助
金
情
報

小
平
浪
平
翁
記
念
会
で

は
、
小
平
翁
の
生
誕
日
で
あ

る
１
月
15
日
に
あ
わ
せ
視
察

研
修
会
を
開
催
し
、
会
員
他

33
名
が
参
加
し
た
。

今
回
の
視
察
研
修
で
は
、

「
小
平
翁
の
足
跡
を
辿
る
」

を
テ
ー
マ
に
茨
城
県
日
立
市

に
あ
る
日
鉱
記
念
館
並
び
に

日
立
オ
リ
ジ
ン
パ
ー
ク
を
視

察
し
た
。

日
鉱
記
念
館
で
は
、
副
館

長
の
篠
原
順
一
氏
よ
り
、
日

立
鉱
山
の
歴
史
や
Ｊ
Ｘ
金
属

グ
ル
ー
プ
の
歩
み
に
つ
い
て

講
話
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
日
立
オ
リ
ジ
ン

パ
ー
ク
で
は
、
館
長
の
大
金

勤
氏
よ
り
、
施
設
の
設
立
趣

旨
や
小
平
翁
の
創
業
精
神
と

日
立
精
神
に
つ
い
て
講
話
を

受
け
、
最
後
に
、
今
後
の
連

携
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

小
平
浪
平
翁
記
念
会 

生
誕
記
念
事
業 

日
立
オ
リ
ジ
ン
パ
ー
ク
等

視
察
研
修
会
　
開
催

専
門
家
相
談
会

◆
金
融
相
談
会

　

日　

時　

３
月
９
日（
木
）

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

　

場　

所　

大
会
議
室

　

相
談
員　

	

日
本
政
策
金
融
公
庫
佐

野
支
店
国
民
生
活
事
業

◆
知
的
財
産
権
相
談
会

　

日　

時　

３
月
10
日（
金
）

　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

　

場　

所　

大
会
議
室

　

相
談
員　

	（
公
財
）
栃
木
県
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー

◆
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会

　

日　

時　

３
月
14
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
～
17
時

　

場　

所　

大
会
議
室

　

相
談
員　

	

栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

※
事
前
予
約
と
な
り
ま
す
。

経
営
指
導
員
相
談
会

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

　

日　

時　

９
時
～
17
時

　

相
談
員　

経
営
指
導
員

※	
予
約
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

	
℡
23
‐
３
１
３
１	

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報

https://bit.ly/3gRXpGd

2023年度　各種検定試験のご案内
試験名 級 回数 施行日 受験料

簿記
統一試験

１～３級 第164回 ６月11日（日）

１級：7,850円
２級：4,720円
３級：2,850円

１～３級 第165回 11月19日（日）
２～３級 第166回 2024年２月25日（日）

ネット試験 ２～３級 試験日は、商工会議所が認定した「テストセンター」が決定する。
団体試験 ２～３級 試験日は、各地商工会議所が企業・学校との調整のうえ決定する。

日商珠算
（そろばん） １～６級

第228回 ６月25日（日） １級：2,340円
２級：1,730円
３級：1,530円

４～６級：1,020円
第229回 10月22日（日）
第230回 2024年 ２月11日（日）

リテールマーケ
ティング
（販売士）

ネット試験 １～３級 試験日は、商工会議所が認定した「テストセンター」が決定する。
１級：7,850円
２級：5,770円
３級：4,200円

※各検定試験の受付期間など詳細は、随時当所ＨＰにて公開いたします。
問い合わせ先　：　管理課　℡ 23-3131

日商検定実施報告
第162回日商簿記検定１級試験（施行日2022.11.20）
受験者数 合格者数 合格率
11 2 18.2%商工会議所検定試験

日商簿記１級は、会計基準や会社法、財務諸表規則などの企業会計に
関する法規を踏まえて、経営管理や経営分析を行うために求められる
極めて高度なレベルです。合格された皆様おめでとうございました。

◆
も
の
づ
く
り
補
助
金（
国
）

　

※
第
14
次
締
切

１
．
概
要

　

制
度
変
更
等
に
対
応
す
る

た
め
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
等
が
取
り
組
む
革
新

的
サ
ー
ビ
ス
開
発
・
試
作
品

開
発
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
改

善
を
行
い
、
生
産
性
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
設
備
投
資
等

が
補
助
さ
れ
ま
す
。

２
．
補
助
対
象

　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
等

３
．
各
枠
概
要

⑴
通
常
枠

　

革
新
的
な
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
開
発
又
は
生
産
プ
ロ
セ

ス
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
方
法
の

改
善
に
必
要
な
設
備
・
シ
ス

テ
ム
投
資
等
を
支
援

○
補
助
率
：
１
／
２

※
小
規
模
事
業
者
は
２
／
３

○
補
助
額
：
100
万
円
～
1,250
万
円

⑵
回
復
型
賃
上
げ
・
雇
用
拡
大
枠

　

賃
上
げ
・
雇
用
拡
大
に
取

り
組
む
事
業
者
が
行
う
、
革

新
的
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
開

発
又
は
生
産
プ
ロ
セ
ス
・

サ
ー
ビ
ス
提
供
方
法
の
改
善

に
必
要
な
設
備
・
シ
ス
テ
ム

投
資
等
を
支
援

○
補
助
率
：
２
／
３

○
補
助
額
：
100
万
円
～
1,250
万
円

⑶
デ
ジ
タ
ル
枠

　

Ｄ
Ｘ
に
資
す
る
革
新
的
な

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
又
は

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

生
産
プ
ロ
セ
ス
・
サ
ー
ビ
ス

提
供
方
法
の
改
善
に
よ
る
生

産
性
向
上
に
必
要
な
設
備
・

シ
ス
テ
ム
投
資
等
を
支
援

○
補
助
率
：
２
／
３

○
補
助
額
：
100
万
円
～
1,250
万
円

⑷
グ
リ
ー
ン
枠

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
に
資
す
る
取
組
に
応

じ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
削
減
に
資
す
る
革
新
的

な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発

又
は
炭
素
生
産
性
向
上
を

伴
う
生
産
プ
ロ
セ
ス
・

サ
ー
ビ
ス
提
供
方
法
の
改

善
に
よ
る
生
産
性
向
上
に

必
要
な
設
備
・
シ
ス
テ
ム

投
資
等
を
支
援

○
補
助
率
：
２
／
３

○
補
助
額
：
100
万
円
～
4,000
万
円

⑸
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
開
拓
枠

　

海
外
事
業
の
拡
大
・
強

化
等
を
目
的
と
し
た
「
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
」
又

は
「
生
産
プ
ロ
セ
ス
・
サ
ー

ビ
ス
提
供
方
法
の
改
善
」
に

必
要
な
設
備
・
シ
ス
テ
ム

投
資
等
を
支
援

○
補
助
率
：
１
／
２

※
小
規
模
事
業
者
は
２
／
３

○
補
助
額
：
100
万
円
～
3,000
万
円

４
．
申
請
締
切

　
令
和
５
年
４
月
19
日
（
水
）

	

17
時
ま
で

５
．
申
請
方
法

　

電
子
申
請
の
み

※	

Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
プ
ラ
イ
ム

ア
カ
ウ
ン
ト
の
取
得
が

必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
も
の
づ
く
り
補
助
金
事
務
局

　

℡
050
‐
８
８
８
０
‐
４
０
５
３



（5）	 栃木商工会議所ニュース 	 令和５年２月10日発行（昭和43年２月２日）第３種郵便物許可

【地域別最低賃金】�すべての労働者に適用されます｡なお、下記の特定最低賃金が適用となる場合は、
その特定最低賃金の時間額以上の賃金を支払う必要があります。
最低賃金の件名 時間額 効力発生日

栃木県最低賃金 913円 令和４年10月１日

【特定最低賃金】�次の６産業を営む使用者とその産業に従事する労働者に適用されます。なお、18歳
未満又は65歳以上の労働者は栃木県最低賃金が適用されます。

最低賃金の件名 時間額 効力発生日
塗料製造業 1,023円

令和４年12月31日

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業 970円
電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業 971円
自動車・同附属品製造業 978円
計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機械器具製造業、
医療用機械器具・医療用品製造業、光学機械器具・
レンズ製造業、医療用計測器製造業、時計・同部分品製造業

971円

各種商品小売業
令和４年度改正なし

令和４年10月１日以降、栃木県最低賃金
（時間額913円）が適用されています。

　詳しくは、栃木労働局労働基準部賃金室（電話	028-634-9109）又は最寄りの労働基準監督署へ
お問い合わせください。

必ずチェック　最低賃金　使用者も、労働者も。

栃
木
市
フ
ー
ド
バ
レ
ー
協
議
会

「
ち
ょ
い
た
し
」マ
ル
シ
ェ

�

開
催
案
内

　

２
月
18
日
（
土
）
10
時
30

分
か
ら
15
時
ま
で
、
と
ち
ぎ

山
車
会
館
前
広
場
に
お
い

て
、「
ち
ょ
い
た
し
」
マ
ル

シ
ェ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
栃
木
市

フ
ー
ド
バ
レ
ー
協
議
会
会
員

の
製
品
及
び
、
農
業
団
体
の

農
作
物
の
販
売
・
展
示
の

他
、
お
米
・
苗
木
の
無
料
配

布
・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る

飲
食
品
の
提
供
等
が
行
わ
れ

る
、
と
ち
ぎ
の
食
を
Ｐ
Ｒ
す

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

※	

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

	

栃
木
市
フ
ー
ド
バ
レ
ー
協
議
会

事
務
局
（
商
工
振
興
課
内
）

	

℡
21
‐
２
３
７
１

創業支援ルームご利用案内

当所では、市内での創業予定者や、創業後間もない方
及び新規事業を考えている方など意欲的な事業者に対
し、「インキュベーションスペース」を低賃料で貸し出
し、オフィス環境の提供と経営支援を行っております。
商工会議所の様々な支援策を活用し、経営のノウハ
ウ等を集中的に学んでいただき、スムーズな自立を応
援いたします。事業拠点をお探しの方はぜひご相談く
ださい。
詳細については、お問い合わせください。

【問い合わせ先】：管理課業務係　TEL	23-3131

栃
木
市
商
店
会
連
合
会
で
は
、「
バ
イ
ロ
ー
カ
ル
と
ち
ぎ
蔵

の
街
新
春
大
当
り
福
引
」
を
３
月
31
日
ま
で
開
催
し
て
い
る
。

本
事
業
は
、
同
連
合
会
に
加
盟
し
て
い
る
店
舗
を
、
積
極

的
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
商
い
を
育
て
、
地
域
の

価
値
向
上
と
活
性
化
を
目
的
と
し
て
い
る
。

参
加
方
法
は
、
対
象
店
舗
で
１
，
０
０
０
円
以
上
の
お
買

物
の
後
、
応
募
券
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
福
引
の
応
募

を
い
た
だ
く
。

抽
選
で
「
商
店
会
の
商
品
詰
め
合
わ
せ
」
の
他
、
総
勢
80

名
の
方
に
豪
華
賞
品
が
当
た
る
。

詳
細
は
、
同
連
合
会
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

栃
木
市
商
店
会
連
合
会
事
務
局　

℡
23
‐
３
１
３
１

バ
イ
ロ
ー
カ
ル
と
ち
ぎ

バ
イ
ロ
ー
カ
ル
と
ち
ぎ
蔵
の
街

蔵
の
街

��

新
春
大
当
り
福
引
　
開
催
中
！

新
春
大
当
り
福
引
　
開
催
中
！
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青年経営者会NEWS
る・じょーむ

● NO.372  令和５年２月10日発行   ● 編集／青年経営者会

女性経営者会NEWS女性経営者会NEWS

去る１月23日、荒金会頭をはじめ多くの
ご来賓をお招きし、総勢53名参加のもと、
「令和４年度	臨時総会並びに新春懇談会」が
開催された。
臨時総会では、令和５年度役員選任につい
て審議され、笠原空也現副会長を会長とす
る役員予定者29名の選任案が可決承認され
た。（任期は本年４月１日から１年間。）これ
により、令和５年度活動の準備が開始され、
事業計画や予算・会員の委員会所属等につい
て協議していく。
笠原次年度会長予定者の挨拶では、「令和
５年度は、関東ブロック大会蔵の街とちぎ大
会の開催を通じて築いた会員同士、また、他
単会との絆を活かして、新たなスタートを切
る一年となるよう活動してまいるので、熱い
想いを持って一緒に栃木市を盛り上げる活動
を行っていこう。」と挨拶した。
次に、荒金会頭より「皆様の若き力による

『イノベーション』を大いに期待している」
との祝辞をいただいた。
臨時総会終了後には、新春懇談会が開催さ
れ、新春を祝すとともに懇親を深める機会と
なった。
まず、松本会長より、「関東ブロック大会

『蔵の街とちぎ大会』を開催した実績と経験を、今後の活動に活かして欲しい。大きな壁やピンチが訪れよ
うと、全員で協力し合えば乗り切れるとの思いで今年一年、頑張っていこう。」と挨拶がされた。次に、来
賓の大川市長より、日頃の活動に対する労いの言葉と、今後の活動に対する期待のご祝辞をいただき、小島
直前会長の乾杯発声で祝宴に入った。
祝宴の中では、昨年10月に開催された「日本商工会議所青年部	第42回	関東ブロック大会蔵の街とちぎ大

会」開催に際するご支援とご厚情に対し、報告動画の上映と坂本大会会長より御礼の挨拶がされた。
青年経営者会は、本年も会員が一致団結し、商工会議所活動を通して栃木市発展の礎となるよう邁進して
まいりますので、引き続き皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
	 総務委員長　和久井　賢司

「令和４年度臨時総会」並びに１月例会「新春懇談会」を開催「令和４年度臨時総会」並びに１月例会「新春懇談会」を開催

　平成30年に栃木商工会議所創立125周年の節目の年に設立しました。
女性の視点からとちぎを盛り上げていこう！という想いで活動をはじ
め、今年で５周年を迎えます。ご入会をお待ちしております。
主な事業：視察研修・講習会・講演会等
入会資格：栃木商工会議所会員事業所の女性経営者及び
　　　　　女性管理者で満65歳以下の方
【問い合わせ先】女性経営者会事務局　℡23‐3131

女性経営者会　会員募集！～栃木を元気に！一緒に活動しませんか～

参加者による集合写真

松本会長 笠原次年度会長予定者 坂本大会会長

令和４年度栃木県内商工会議所女性会等
広域事業講演会にて


